
解 答
ア，エ ウ，エ１ １ 記録 植物

ア２

エ３

肺 オ，キ２ １ ２

二酸化炭素 水３ ４

オ３ １

イ２

火山灰３

ウ４

ア，イ，エ５

Ａ Ｃ４ １ 食酢 炭酸水

赤色 あわがついた 変化なし２ ① ② ③

ムラサキキャベツ３

ア５ １

イ２

ウ，カ３

ウ，エ イ，ウ イ，ウ ア，イ６ １ 唄 欝 蔚 鰻

⑥，⑧，⑫２

３・１２・４８・１９２７ １

３・１８・１０８・６４８ Ｂ Ａ Ｄ Ｃ２ （３ｇ） （１８ｇ） （１０８ｇ） （６４８ｇ）唄 欝

１０ ５５５５３ 唄 欝

解 説
７ １ ３ｇの分銅で１ｇ，２ｇ，３ｇが測れます。１２ｇ((３＋１)×３）の分銅を加えると，１２ｇの分銅で，４ｇ，

８ｇ，１２ｇが測れるので，分銅を組み合わせると，重複せず１～１５ｇまで測ることができます。同様にして，

４８ｇ((１５＋１)×３）の分銅で１６ｇ，３２ｇ，４８ｇが測れるので，重複せず１～６３ｇまで測ることがで

きます。さらに，１９２ｇ((６３＋１)×３）の分銅で６４ｇ，１２８ｇ，１９２ｇが測れるので，重複せず１～

２５５ｇまで測ることができます。したがって，３，１２，４８，１９２ｇの分銅を用意すればよいことになり

ます。

２ ３ｇの分銅で，－２ｇ，－１ｇ，１ｇ，２ｇ，３ｇが測れます。１８ｇ((３＋２＋１)×３）の分銅を加え唄

ると，１８ｇの分銅で－１２ｇ，－６ｇ，６ｇ，１２ｇ，１８ｇが測れるので，分銅を組み合わせると，重

複せず－１４～２１ｇまで測ることができます。同様に，１０８ｇ((２１＋１４＋１)×３）の分銅で－７２ｇ，

－３６ｇ，３６ｇ，７２ｇ，１０８ｇが測れるので，重複せず－８６～１２９ｇまで測ることができます。

さらに，６４８ｇ((１２９＋８６＋１)×３）の分銅で－４３２ｇ，－２１６ｇ，２１６ｇ，４３２ｇ，

６４８ｇが測れるので，－５１８～７７７ｇまで測ることができます。したがって，３，１８，１０８，

６４８ｇの分銅を用意すればよいことになります。

２００＝２１６－３６＋１８＋２より，３ｇ…Ｂ，１８ｇ…Ａ，１０８ｇ…Ｄ，６４８ｇ…Ｃとなります。欝

３ ・ １，２を参考に考えると，皿の総数＝ｍ，支柱より左側の皿の個数＝ｎとしたとき，用意する４つの唄 欝

分銅の重さは，ｎ，（ｎ×ｍ），（ｎ×ｍ×ｍ），（ｎ×ｍ×ｍ）となることがわかります。皿を左右均等に並べ

るとき，ｎ＝ｍ÷２となるので，

・皿の総数＝８(ｍ＝８)のとき，用意する分銅の重さは，４ｇ，３２ｇ，２５６ｇ，２０４８ｇ

→最大２３４０ｇ(＜５０００ｇ)まで測ることができます。

・皿の総数＝１０(ｍ＝１０)のとき，用意する分銅の重さは，５ｇ，５０ｇ，５００ｇ，５０００ｇ

→最大５５５５ｇまで測ることができます。

以上から，皿の数＝１０枚，測ることのできる最大値＝５５５５ｇです。
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